
町長 地域の一員としての協力に、理解を求めたい

災害時の防災協定について問う
小川　龍美　議員（公明）

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル　

今
後
の
展
望

質
問　

近
年
、
国
内
外
で

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
多

発
し
ま
た
、
地
球
温
暖
化

現
象
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
土
砂
災
害
も
ふ
え
て
い

る
。
大
規
模
災
害
の
復
旧

に
は
自
衛
隊
や
消
防
団
始

め
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
団

体
の
応
援
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
中
で
、
即
座
に
対
応

で
き
る
地
元
の
建
設
業
協

会
や
、
災
害
時
の
情
報
ツ

ー
ル
と
し
て
、
地
域
密
着

型
放
送
局
「
Ｆ
Ｍ
茶
笛
」

な
ど
は
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
考
え
る
。
こ
れ
ら

の
機
関
や
団
体
と
防
災
協

定
を
結
ぶ
こ
と
は
大
変
有

効
と
考
え
る
が
、
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長　

建
設
業
協
会
と
の

協
定
締
結
に
つ
い
て
は
、

話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

Ｆ
Ｍ
局
と
は
、
平
成
１６
年

８
月
に
「
災
害
時
緊
急
放

送
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
て
い
た
が
、
費
用
面

に
お
い
て
協
議
が
整
わ
ず
、

協
定
は
継
続
さ
れ
な
か
っ

た
。

　

町
は
、
民
間
企
業
と
の

協
定
に
お
い
て
、
災
害
時

の
優
先
対
応
を
お
願
い
し
、

物
品
な
ど
の
供
給
が
発
生

し
た
場
合
、
町
が
負
担
す

る
こ
と
を
前
提
に
協
議
を

進
め
て
い
る
。
災
害
時
に

地
域
の
一
員
と
し
て
協
力

い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
、

今
後
も
理
解
を
求
め
て
い

く
。

町
長

要
請
活
動
を
強
化
し
、

　

道
路
空
間
の
確
保
に
努
め
る

質
問　

町
民
は
、
公
共
交

通
機
関
で
あ
る
多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
が
早

期
に
実
現
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
都
は
、
新
青

梅
街
道
の
上
北
台
か
ら
箱

根
ケ
崎
ま
で
を
交
通
渋
滞

緩
和
策
と
し
て
、
拡
幅
を

都
市
計
画
決
定
し
、
関
係

者
に
説
明
し
調
査
す
る
予

定
で
あ
る
が
、
多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
は
、

経
営
上
初
期

投
資
の
負
担

で
苦
し
ん
で

い
る
現
状
で

あ
る
。
早
期

の
着
工
を
実

現
す
る
に
は
、

町
も
十
分
な

協
力
体
制
を

構
築
す
べ
き

と
思
う
が
、

町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長　

町
は
、

議
会
と
も
連

携
し
、
駅
ま
で
の
早
期
延

伸
の
要
請
活
動
を
続
け
て

い
る
。
ま
た
、
東
大
和
市
・

武
蔵
村
山
市
と
の
共
同
要

請
活
動
も
復
活
し
、
強
化

す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。

　

新
青
梅
街
道
拡
幅
再
整

備
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
導

入
空
間
の
確
保
を
意
味
す

る
も
の
で
も
あ
る
た
め
、

殿
ヶ
谷
土
地
区
画
整
理
事

業
を
推
進
し
、
拡
幅
道
路

空
間
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。公
共
交
通
網
の
整
備
・

拡
充
は
、
将
来
の
町
発
展

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
議
会
と
協
力

し
な
が
ら
一
日
も
早
い
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

新青梅街道沿いに設置された看板

町
長　

学
校
だ
よ
り

や
保
健
だ
よ
り
な
ど

を
活
用
し
て
保
護
者

に
周
知
し
、
医
師
会

と
も
連
携
し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」

の
周
知
と
実
態
把
握

は
。

防災訓練（三小）

町長

町
長

町
独
自
の
葬
祭
場
（
式
場
）
建
設
を

組
合
と
し
て
対
処
す
べ
き
で
、

　

町
単
独
で
は
整
備
し
な
い

石
川　

修　

議
員
（
自
民
）

イベント内容の充実に協力していく

サマーフェスティバルを問う

小山　典男　議員（自民）

質
問　

町
に
は
、
４
市
１

町
の
一
部
事
務
組
合
で
運

営
す
る
瑞
穂
斎
場
が
あ
る
。

式
場
は
大
・
中
・
小
の
３

式
場
あ
る
が
、
１７
年
の
武

蔵
村
山
市
加
入
な
ど
に
よ

り
、
こ
こ
数
年
、
中
・
小

式
場
の
利
用
率
は
ほ
ぼ
１

０
０
％
、
大
式
場
に
つ
い

て
も
９１
・
４
％
と
利
用
者

が
増
加
し
て
い

る
。
申
込
み
か

ら
一
週
間
、
１０

日
も
待
た
な
け

れ
ば
通
夜
・
葬

式
が
で
き
な
い

現
状
も
あ
る
。

長
き
に
わ
た
り

生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
町
で
終
焉

を
迎
え
る
施
設
、

町
独
自
の
葬
祭

場
を
建
設
す
べ

き
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
を

問
う
。

町
長　

待
機
日
数
の
長
期

化
は
、
町
だ
け
で
は
な
く
、

組
合
構
成
市
の
需
要
に
大

き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
構
成
市
町
全
体
で
調

整
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
町
単
独
で
葬
祭
式
場

を
整
備
す
る
つ
も
り
は
な

い
。

　

瑞
穂
斎
場
組
合
に
お
い

て
も
、
待
機
日
数
の
実
態

や
需
要
の
推
移
を
把
握
し

て
い
る
の
で
、
今
後
、
主

に
高
齢
人
口
の
増
加
に
よ

っ
て
新
た
な
葬
祭
式
場
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

一
部
事
務
組
合
と
し
て
対

処
す
べ
き
で
あ
る
。

質
問　

今
年
も
８
月
１４
日

に
第
１４
回
み
ず
ほ
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
役
場

周
辺
で
行
わ
れ
た
。
新
し

い
試
み
と
し
て
太
田
真
由

さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
あ

き
る
野
の
「
瀬
音
の
湯
」

に
よ
る
足
湯
コ
ー
ナ
ー
が

併
設
さ
れ
た
。

　

来
年
、
節
目
の
第
１５
回

を
迎
え
る
が
、
後
援
す
る

立
場
と
し
て
、
町
の
考
え

を
問
う
。

町
長　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
瑞
穂
町
観
光

協
会
の
主
催
事
業
で
あ
り
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々

が
集
う
町
の
大
切
な
行
事

と
な
っ
て
い
る
。
来
年
１５

回
目
を
迎
え
る
が
、
特
別

に
記
念
す
る
行
事
は
１０
年

ご
と
の
節
目
に
行
う
こ
と

と
し
、
記
念
事
業
は
予
定

し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
し
か
し
、
多
く
の
人

が
よ
り
楽
し
め
る
行
事
に

す
べ
き
と
の
質
問
の
趣
旨

は
理
解
で
き
、
観
光
協
会

を
は
じ
め
商
工
会
並
び
に

各
種
団
体
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
内

容
の
充
実
に
協
力
し
て
い

く
。

一般質問　町政を問う

新しい試みの「瀬音の湯」足湯コーナー

瑞穂斎場の中式場


